
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
活
用

窓
口
は
県
下
各
市
町

酷
暑
の
中
、県
都
長
崎
の
地
で
、建
設
長
崎
第
六
十
八
回
定
期
大
会
が
、久
々

に
一
日
の
開
催
で
、
七
月
十
四
日
に
、
長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

早
朝
か
ら
県
下
一
五
支
部
の
代
議
員
一
一
九
名
、
特
別
代
議
員
二
十
五
名
、

本
部
役
員
五
十
二
名
、
書
記
局
五
十
一
名
と
、
五
島
か
ら
特
別
代
議
員
二
名
が

出
席
、
来
賓
が
二
十
八
名
臨
席
、
総
数
二
七
七
名
で
開
催
。

大
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
の
活
動
経
過
報
告
、
会
計
決
算
報
告
の
承
認
、

平
成
二
十
五
年
度
の
運
動
方
針
、
会
計
予
算
案
の
決
定
と
本
部
役
員
を
満
場
一

致
で
選
出
、
仕
事
確
保
と
組
織
拡
大
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
、
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

大
会
は
午
前
十
時
、
工
藤
副

委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
物
故
者
に
黙
祷
を
行
い
、
司
会

者
の
田
上
書
記
長
が
大
会
仮
議

長
を
務
め
、
諸
役
員
の
承
認
を

受
け
、
高
谷
大
会
運
営
・
資
格

審
査
委
員
長
が

大
会
の
成
立
を

宣
言
。

そ
の
後
、
議

長
団
に
中
央
支

部
の
中
島
茂
樹

さ
ん
、
北
松
支

部
の
坂
中
善
男

さ
ん
を
選
出
し
、

高
谷
大
会
運
営

委
員
長
が
議
事
日
程
を
提
案
、

承
認
後
、
前
田
選
挙
管
理
委
員

長
よ
り
本
部
役
員
の
定
数
、
立

候
補
に
対
す
る
選
挙
管
理
委
員

会
開
催
を
提
案
。

次
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

相
川
執
行
委
員
長
が
「
拡
大
に

取
り
組
ん
だ
各
支
部
特
に
年
間

純
増
・
拡
大
達
成
支
部
へ
の
感

謝
と
、
念
願
だ
っ
た
県
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
予
算
獲

得
、
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上

げ
に
乗
じ
、
仕
事
確
保
、
賃
金

改
善
等
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。

皆
さ
ん
も
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
を
活
用
し
、
仕
事
確
保

を
。」
と
挨
拶
の
後
、
来
賓
の

皆
さ
ん
か
ら
連
帯
と
激
励
の
挨

拶
を
う
け
ま
し
た
。

次
に
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

披
露
後
、
拡
大
功
労
者
表
彰
を

お
こ
な
い
、
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
平
成
二
十
四
年
度
の
経
過

報
告
を
田
上
書
記
長
、
会
計
決

算
・
別
途
会
計
決
算
報
告
を
石

田
書
記
次
長
が
、
会
計
監
査
報

告
を
柚
木
監
査
が
行
い
、
質
疑

応
答
を
経
て
剰
余
金
処
分
案
提

案
、
承
認
。

次
に
平
成
二
十
五
年
の
運
動

方
針
案
・
会
計
予
算
案
を
北
村

副
委
員
長
が
提
案
。
熱
心
な
質

疑
後
、
承
認
決
定
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
前
田
役
員
選
考
委

員
長
が
平
成
二
十
五
年
度
の
役

員
の
氏
名
を
読
み
上
げ
、
万
雷

の
拍
手
で
承
認
決
定
。

新
旧
役
員
の
あ
い
さ
つ
で
は

退
任
さ
れ
る
工
藤
副
委
員
長
、

田
上
・
古
川
・
牧
島
支
部
長
、

森
・
福
田
執
行
委
員
が
そ
れ
ぞ

れ
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
後
、

全
員
の
拍
手
で
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

次
に
、
新
年
度
の
執
行
部
を

代
表
し
て
相
川
執
行
委
員
長
が

挨
拶
し
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

確
認
後
、
北
村
青
年
部
長
の
力

強
い
大
会
宣
言
案
を
確
認
し
、

最
後
に
丸
田
副
委
員
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
、
相
川
委
員
長
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
建
設
長

崎
第
六
十
八
回
定
期
大
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

参
議
院
選
挙

�
大
久
保
�
再
選
な
ら
ず

比
例
社
民
・
山
城
届
か
ず

県
議
補
選

清
水
正
明

初
当
選

組
合
員
・
家
族
の
皆
様
の
ご
支
援
に

心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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執
行
委
員
長

あ
い
さ
つ

昨
年
七
月
に
開
催
し
ま
し
た

第
六
十
七
回
定
期
大
会
以
降
主

な
取
り
組
み
は
、
一
つ
に
は
組

織
拡
大
の
取
り
組
み
。
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
い
中
、
各
支
部

が
地
道
な
拡
大
行
動
を
展
開
し
、

前
期
拡
大
で
は
、
東
長
崎
支
部

が
、
後
期
拡
大
で
は
東
長
崎
・

諫
早
・
大
浦
支
部
が
目
標
を
達

成
。
更
に
、
東
長
崎
・
諫
早
・

島
原
の
三
支
部
が
組
織
年
間
純

増
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

二
つ
に
は
、
仕
事
確
保
の
取

り
組
み
。
長
崎
県
に
対
す
る
要

請
行
動
は
、「
建
設
労
働
者
並

び
に
中
小
建
設
業
者
の
生
活
の

安
定
と
若
年
技
能
後
継
者
の
育

成
強
化
」
と
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
創
設
」
を
求
め
て
、

県
知
事
、
県
議
会
議
長
、
改
革

二
十
一
の
会
派
を
中
心
に
粘
り

強
く
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
県
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
費
が
、
平

成
二
十
五
年
度
か
ら
三
億
円
の

予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
市
町
に
対
し
て
も
要
請

行
動
を
行
い
、
平
成
二
十
四
年

度
に
実
施
し
た
自
治
体
は
、
長

崎
市
、
佐
世
保
市
、
平
戸
市
、

五
島
市
、
雲
仙
市
、
島
原
市
、

南
島
原
市
、
大
村
市
、
長
与
町

の
八
市
一
町
に
な
り
ま
し
た
。

先
頭
に
立
っ
て
要
請
行
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
、
推
薦
議
員

団
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

三
つ
に
は
、
私
た
ち
の
生
命

と
健
康
を
守
る
国
保
組
合
の
国

庫
補
助
の
取
り
組
み
。
マ
ス
コ

ミ
の
不
正
確
な
報
道
や
高
齢
者

医
療
制
度
の
見
直
し
論
議
等
で
、

国
保
組
合
に
対
す
る
補
助
費
の

総
額
は
、
前
年
比
八
十
七
億
二

千
万
円
減
少
の
三
千
百
三
十
五

億
一
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、

被
保
険
者
の
減
少
や
組
合
特
定

被
保
険
者
の
増
加
等
の
影
響
を

加
味
す
る
と
、
現
行
水
準
予
算

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
組
合
員
・
主
婦
会
家
族
皆

さ
ん
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
成

果
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
運
動
方
針
で
は
、

仕
事
確
保
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
昨
年
末
の

衆
議
院
選
挙
で
は
、
民
主
党
な

ど
が
大
敗
を
喫
し
、
自
民
党
・

安
倍
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
、
財
政
出
動
、
金

融
緩
和
、
成
長
戦
略
を
「
三
本

の
矢
」
と
し
て
、
経
済
政
策
を

打
ち
出
し
、
一
般
会
計
の
総
額

は
九
十
二
兆
六
千
百
十
五
億
円

で
平
成
二
十
四
年
度
の
補
正
予

算
と
二
十
五
年
度
の
予
算
案
を

合
わ
せ
た
十
五
か
月
予
算
と
し

て
、
十
兆
円
を
超
え
る
公
共
工

事
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
経

済
対
策
へ
の
期
待
を
背
景
に
、

円
安
・
株
高
で
、
企
業
や
消
費

者
の
心
理
は
改
善
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
景
気
回

復
に
対
す
る
期
待
感
で
あ
り
、

実
績
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
の

建
設
投
資
は
、
四
十
七
兆
七
千

二
百
億
円
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

住
宅
着
工
戸
数
は
前
年
比
五
・

二
％
増
の
九
十
二
万
一
千
戸
と

予
測
さ
れ
、
消
費
税
の
駆
け
込

み
需
要
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一

方
、
建
設
業
に
お
け
る
若
年
技

能
後
継
者
不
足
は
、
業
界
全
体

に
関
わ
る
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
は
、

今
年
三
月
に
発
表
し
た
平
成
二

十
五
年
度
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
を
、
社
会
保
険
料
等
の
法

定
福
利
費
等
を
含
み
、
全
五
十

一
職
種
で
単
純
平
均
単
価
は
、

前
年
比
十
五
・
一
％
の
引
き
上

げ
を
発
表
。

県
内
で
は
、
大
工
職
が
一
万

五
千
円
か
ら
一
万
七
千
円
に
上

昇
。
若
年
技
能
後
継
者
の
入
職

に
弾
み
が
つ
き
、
魅
力
あ
る
産

業
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
公
契
約
法
な
ど

の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
、
国
と
し

て
本
腰
を
入
れ
な
け
れ
ば
、
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
や
建
設

産
業
の
健
全
な
発
展
は
あ
り
ま

せ
ん
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
は
、

本
年
度
か
ら
県
が
三
億
円
を
各

市
町
に
配
分
し
、
県
下
全
域
で

組
合
員
の
仕
事
確
保
に
大
い
に

役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

組
織
拡
大
は
、
年
間
三
百
名

を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。「
数

は
力
な
り
」
を
合
言
葉
に
積
極

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
の
建
設
国

保
の
予
算
獲
得
の
取
り
組
み
は
、

国
会
で
の
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
の
論
議
は
、
消
費
税
増

税
法
案
と
政
局
が
ら
み
で
非
常

に
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
社
会
保
障
費
の
抑
制

や
削
減
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、

全
建
総
連
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

厚
生
労
働
省
、
財
務
省
、
各
政

党
に
対
し
、
建
設
国
保
の
育
成

強
化
と
国
庫
補
助
金
の
確
保
を

求
め
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

み
ま
す
。
今
後
も
被
保
険
者
資

格
の
適
正
化
対
策
や
、
傷
病
手

当
金
等
の
独
自
の
給
付
制
度
で
、

組
合
員
・
家
族
の
健
全
な
保
険

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

さ
て
、
参
議
院
選
挙
は
後
半

戦
に
突
入
し
ま
し
た
。
私
た
ち

の
建
設
国
保
を
守
る
た
め
に
も
、

「
長
崎
県
選
挙
区
の
大
久
保
ゆ

き
し
げ
さ
ん
」「
社
民
党
比
例

区
の
山
城
博
治
さ
ん
」
そ
し
て

十
二
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
県

議
補
選
は
「
長
崎
市
選
挙
区
の

清
水
正
明
さ
ん
」
を
推
薦
し
て

戦
い
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
を
重
ね
て
お

願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
組
合
結
成
以
来
、

先
輩
組
合
員
が
「
汗
と
涙
で
」

築
い
て
こ
ら
れ
た
長
い
歴
史
を

次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
使

命
が
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
「
組
合
の
原

点
に
立
ち
返
り
」「
支
え
合
う

精
神
」
を
受
け
継
ぎ
「
若
い
技

能
後
継
者
に
魅
了
あ
る
建
設
産

業
」「
未
来
が
持
て
る
建
設
産

業
と
な
る
」
新
し
い
運
動
方
針

を
ご
決
定
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

⑴ 未組織の仲間300名を組合に加入させ、組
織強化を図ろう！

⑵ 集中的なふれあい行動の実践で、内部強化
を図ろう！

⑶ 青年部・主婦会の充実を図り、家族ぐるみ
の運動に発展させよう！

⑷ 県下全域に住宅リフォーム助成制度創設と
拡充を図ろう！

⑸ 設計労務単価の引き上げで、末端の建設労
働者の賃金を確保しよう！

⑹ 魅力ある建設産業を目指し、若年技能者の
技能向上と育成を図ろう！

⑺ 医療保険制度の一元化反対、国庫補助を拡
充し、命と健康を守ろう！

⑻ 助けあい共済の健全運営で、組合員の福祉
共済の充実を図ろう！

⑼ 労働安全対策の強化で、建設現場から労働
災害撲滅と未適用現場をなくそう！

⑽ 大衆増税に反対し、納税者の権利を確立し
よう！

⑾ 参議院選挙に勝利し、憲法9条と民主主義
を守ろう！

⑿ 機関紙「建設長崎」を充実させ、みんなが
読む新聞にしよう！

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

衆
議
院
議
員

高
木

義
明

参
議
院
議
員

大
久
保
潔
重

長
崎
県
議
会
議
員楠

大
典

長
崎
県
議
会
議
員浜

口

俊
幸

長
崎
市
長

田
上

富
久

諫
早
市
長

宮
本

明
雄

大
村
市
長

松
本

崇

島
原
市
長

古
川
隆
三
郎

南
島
原
市
長

藤
原

米
幸

雲
仙
市
長

金
澤
秀
三
郎

西
海
市
長

田
中

隆
一

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

南
島
原
市
議
会
議
員金

子
憲
太
郎

時
津
町
長

吉
田

義
德

全
建
総
連
北
海
道
建
設
労
働
組
合
連
合
会

工
藤
政
志
郎

岩
手
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

齋
藤

徳
重

秋
田
建
築
労
働
組
合佐

藤

正
治

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

三
浦

一
男

福
島
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

宮
地

明

茨
城
県
建
築
連
合
会中

野

進

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会

森
田

良
雄

建
設
埼
玉

吉
田

三
男

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

鈴
木

稔

全
建
総
連
千
葉
県
連
合
会

鈴
木

友
則

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合

須
木

時
夫

全
建
総
連
東
京
都
連
合
会

佐
脇

政
幸

神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

白
田

宏
記

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会

深
澤

俊
雄

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

林

衛

全
建
総
連
岐
阜
建
設
労
働
組
合
県
本
部

嶋
田

繁

全
建
総
連
静
岡
県
建
設
労
働
組
合

鈴
木

勇
勉

愛
知
県
建
築
組
合
連
合
会

久
野

弘

全
愛
知
建
設
労
働
組
合

山
田

正
巳

全
京
都
建
築
労
働
組
合

吉
岡

徹

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

貴
田

博
明

奈
良
県
建
築
労
働
組
合

近
井

教
博

奈
良
県
建
設
業
振
興
会

栗
山

司

和
歌
山
建
設
労
働
組
合

波
多
野
和
美

鳥
取
県
建
築
連
合
会渡

辺

行
雄

島
根
県
建
築
組
合
連
合
会

津
森

強

岡
山
県
建
設
労
働
組
合

塩
田

康
弘

広
島
県
建
設
労
働
組
合

安
元

弘
道

建
設
山
口

田
村

豪
勇

徳
島
県
建
設
労
働
組
合

西
岡

孝
義

フ
レ
ッ
セ

尾
方

巧

香
川
県
建
設
労
働
組
合

中
西

孝
司

愛
媛
県
建
設
労
働
組
合

高
岡

聖
泰

高
知
県
建
設
労
働
組
合

杉
本

義
忠

福
岡
県
建
設
労
働
組
合

下
川

一
雄

熊
本
県
建
築
労
働
組
合

楠
元

繁
芳

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

船
元

健
市

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

吉
行

博
己

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合

皆
元

鐵
夫

組
合
の
原
点
に
立
ち
返
り

仕
事
確
保
・
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
強
化
を

執
行
委
員
長

相
川

哲
男

大会諸役員 （敬称略）

第68回定期大会スローガン

●
大
会
議
長

●
大
会
運
営
委
員
長
兼

資
格
審
査
委
員
長

●
大
会
書
記

中島茂貴（中央） 坂中善男（北松）

高谷義信（諫早）

小野猛範（佐世保北担当） 大賀修司（諫早担当）

●
選
挙
管
理
委
員
長

前田三男（浦上西）
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大
会
宣
言

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介 住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
活
用
し

仕
事
確
保
・
組
織
拡
大
を
目
指
そ
う

青
年
部
長

北
村

亮
樹

私
た
ち
は
、
本
日
、
建
設
長

崎
第
六
十
八
回
定
期
大
会
を
開

催
し
、
組
織
強
化
と
拡
大
、
仕

事
と
生
活
を
守
る
た
め
新
年
度

の
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
発
足
し
た
安

倍
政
権
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

と
呼
ば
れ
る
経
済
政
策
で
大
型

の
補
正
予
算
や
公
共
事
業
費
の

増
大
を
背
景
に
景
気
回
復
を
推

進
し
て
お
り
、
そ
の
期
待
感
が

膨
ら
ん
で
き
て
い
る
。
大
企
業

が
大
幅
な
収
益
を
上
げ
る
一
方
、

未
だ
中
小
の
現
場
で
働
く
人
の

仕
事
と
生
活
は
疲
弊
し
た
ま
ま

で
あ
り
、
物
価
は
上
が
っ
て
も

収
入
は
増
え
ず
、
景
気
回
復
の

実
感
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
の

念
願
だ
っ
た
長
崎
県
独
自
の
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
が
創
設
さ

れ
、
三
億
円
が
予
算
化
さ
れ
た
。

仕
事
確
保
と
大
き
な
経
済
波
及

効
果
が
期
待
で
き
る
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
を
引
き

続
き
、
県
下
各
自
治
体
に
創
設

と
拡
充
を
要
請
し
、
地
域
に
根

ざ
し
た
地
元
工
務
店
の
受
注
機

会
と
就
労
日
数
を
確
保
し
、
適

正
価
格
の
回
復
と
若
手
技
能
後

継
者
が
育
つ
賃
金
・
労
働
条
件

の
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
私
た
ち
の
生
命
と
健

康
を
守
る
建
設
国
保
は
、
建
設

労
働
者
に
と
っ
て
最
も
適
し
た

健
康
保
険
で
あ
り
、
組
合
の
歴

史
は
国
保
の
育
成
強
化
を
求
め

る
運
動
と
連
動
し
て
推
進
し
て

き
た
。
私
た
ち
は
建
設
国
保
の

補
助
金
獲
得
と
医
療
保
険
制
度

の
一
元
化
に
反
対
し
、
全
国
の

仲
間
と
と
も
に
建
設
国
保
を
守

る
運
動
に
全
力
で
取
り
組
も
う
。

第
二
十
三
回
参
議
院
選
挙
は
、

私
た
ち
中
小
の
建
設
現
場
で
働

く
者
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

戦
い
で
あ
る
。
組
合
員
の
仕
事

と
生
活
、
命
と
健
康
を
守
り
、

政
策
制
度
の
実
現
に
向
け
て
、

選
挙
区
は
大
久
保
ゆ
き
し
げ
、

比
例
区
は
社
民
党
の
必
勝
を
期

し
て
戦
お
う
。

建
設
長
崎
は
、
仲
間
の
仕
事

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
活
用

し
、
仕
事
確
保
、
組
織
拡
大
を

目
指
そ
う
！
」
と
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
本
大
会
で
決

定
し
た
運
動
方
針
を
全
力
で
推

進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

（
敬
称
略
）

組
織
拡
大
・
年
間
純
増
支
部

年
間
拡
大
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も

に
年
間
純
増
し
た
支
部

組
織
拡
大
功
労
支
部

年
間
拡
大
目
標
も
達
成

青
年
技
能
競
技
大
会

上
位
入
賞
者

本
部
役
員
を
退
任
さ
れ
た
方（

敬
称
略
）

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

新再任別
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任

◎ 新 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任

◎ 新 任
再 任
再 任
再 任

◎ 新 任
再 任
再 任

◎ 新 任
再 任

◎ 新 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任

◎ 新 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任

再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任
再 任

職 種
専 従
専 従
専 従
大 工
大 工
大 工
大 工
専 従
専 従
専 従
専 従
大 工
型枠大工
左 官
大 工
大 工
大 工
大 工
左 官
左 官
塗 装 工
設 計 士
左 官
畳 工
左 官
左 官
大 工
大 工
大 工
大 工
大 工
大 工
大 工
大 工
内 装 工
土 木 工
大 工
左 官
大 工
大 工
大 工
大 工
大 工
大 工
瓦 工
大 工
大 工

青 年 部
青 年 部
主 婦 会
主 婦 会
専 従
専 従
専 従

出身支部
西 彼
西 彼
市 南
浦 上 西
佐 世 保 東
諫 早
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 西
浦 上 東
佐 世 保 東
中 央
中 央
大 浦
大 浦
市 南
市 南
東 長 崎
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 西
浦 上 西
浦 上 東
浦 上 東
西 彼
西 彼
諫 早
諫 早
大 村
大 村
島 原
島 原
佐世保中央
佐世保中央
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 東
佐 世 保 東
佐 世 保 北
佐 世 保 北
北 松
北 松
平 戸
平 戸
西 彼
諫 早
佐 世 保 北

北 松
諫 早
中 央
大 村
東 長 崎
中 央
佐世保中央

氏 名
相川 哲男
北村 政和
舩津 栄市
前田 三男
丸田 勉
髙谷 義信
里 雄二郎
田上 一郎
石田 哲雄
佐藤 圭介
西平 博之
内野 幸雄
本多 常秋
北村 五男
平山 正則
山本 秀夫
葛原 俊幸
里 澄宏
尾上 正範
村岡 広明
佐藤 昭彦
平出 壽夫
田中 秀則
田崎 順一
松林 満男
井手 保
樋口 義雄
田崎 義光
伊藤 一廣
中尾 政男
木之田 隆
山田 哲夫
塚本 芳美
末吉 重一
田中 清士
茅原喜志男
長島 則行
田中 秀幸
小林 健治
福田 栄治
須藤 輝久
近藤 力也
寺田 孝弘
岡田 眞
植田 勝次
木下 忠明
柚元 美則

北村 亮樹
村上 昌也
馬場ヒロ子
渡邉 克子
澤山 敬子
若杉 孝雄
渕上 武司

役職名
執行委員長
副執行委員長
副執行委員長
副執行委員長
副執行委員長
副執行委員長
副執行委員長
書 記 長
書 記 次 長
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
執 行 委 員
会 計 監 査
会 計 監 査
会 計 監 査

執行委員待遇
執行委員待遇
執行委員待遇
執行委員待遇
特別執行委員
特別執行委員
特別執行委員

平成25年度
建設長崎 本部役員名簿

牧
島

貢（
東
長
崎
）
福
田

通（
大
村
）

田
上

義
高（
大
浦
）

森

政
一（
浦
上
東
）

工
藤

是
正（
大
浦
）

古
川

勝（
浦
上
西
）

島原支部
（年間純増1名）

諫早支部
（年間純増11名）

東長崎支部
（年間純増4名）

北松支部

和田茂史さん
佐世保中央支部

瀬尾友謙さん
大浦支部

各 種 表 彰

7月14日現在

尾
上

正
範（
東
長
崎
）

田
崎

順
一（
浦
上
東
）

平
山

正
則（
大
浦
）

平
出

壽
夫（
浦
上
西
）

中
尾

政
男（
大
村
）

里

雄
二
郎（
東
長
崎
）
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支
部
の
発
展
に
活
か
し
た
い

今
回
初
め
て
参
加
し
、
大
会

運
営
委
員
兼
資
格
審
査
委
員
に

選
任
さ
れ
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
会
場
に
一
番
乗
り
。
七
月
二

十
一
日
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選

挙
と
県
議
会
議
員
選
挙
の
協
力

の
お
願
い
と
、
新
年
度
の
活

動
・
予
算
に
つ
い
て
の
活
発
な

質
問
等
が
あ
り
、
そ
の
真
剣
さ

に
驚
き
ま
し
た
。

支
部
に
持
ち
帰
り
、
支
部
の

更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
是
非
、

今
日
の
討
議
内
容
を
活
か
し
て

い
き
た
い
。

横
の
繋
が
り
が
出
来
た

建
設
長
崎
に
加
入
し
て
良

か
っ
た
。人
と
人
の
交
わ
り
、自

分
の
解
ら
な
い
所
も
皆
が
協
力

し
て
く
れ
る
し
、
仕
事
の
話
も

出
来
る
。
こ
れ
か
ら
も
定
期
大

会
で
皆
の
意
見
を
出
し
合
い
良

い
組
合
作
り
を
し
て
い
き
た
い
。

今
年
は
長
崎
で
し
た
が
、
ま

た
い
つ
か
雲
仙
で
し
て
貰
い
た

い
。
仕
事
の
面
で
も
幅
広
い
横

の
繋
が
り
が
で
き
、
色
ん
な
話

も
出
来
て
良
か
っ
た
。

一
日
開
催
で
有
意
義
な
大
会

組
合
の
大
切
さ
を
今
一
度
思

い
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
ま
で
雲
仙
で
一
泊
。
分
散

会
、
懇
親
会
ま
で
参
加
し
、
翌

日
は
参
加
さ
れ
な
い
方
が
い
た

よ
う
で
す
が
、
今
回
は
本
来
の

目
的
で
あ
る
総
会
に
代
議
員
の

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
今
後
も

今
回
の
様
に
さ
れ
、
有
意
義
な

会
と
な
る
事
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
組
合
員
の
健
康
と
地
位
向

上
の
為
、
本
部
執
行
部
の
皆
様

に
は
全
力
で
勤
め
て
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。ま
た
参
加
し
た
い

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
各
支
部
か
ら

様
々
な
観
点
か
ら
意
見
が
出
て

お
り
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
今
後
の

支
部
活
動
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
い
ら
れ
る
事
に
感
謝

組
合
に
加
入
し
て
す
ぐ
脱
退

さ
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
今
大

会
で
役
員
を
退
任
さ
れ
た
方
々
、

長
年
に
亘
り
役
員
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。
退
任
役
員
の
挨
拶

で
、
自
分
の
為
に
成
り
、
勉
強

に
な
っ
た
と
の
言
葉
が
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

長
建
国
保
に
加
入
し
五
〇
年

近
く
怪
我
や
病
気
も
あ
ま
り
無

く
皆
様
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

諸
先
輩
へ
感
謝
、
積
極
的
に
参
加

私
が
建
設
長
崎
に
加
入
し
て
、

約
十
年
に
し
て
初
め
て
定
期
大

会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
自
身
組
合
活
動
に
あ
ま
り
参

加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
は
建
設
長
崎
の

創
設
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き

た
諸
先
輩
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
団
結
頑
張
ろ
う
の
精
神
で

組
合
活
動
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

意
見
交
換
を
仕
事
に
活
か
し
た
い

今
回
初
め
て
参
加
し
、
朝
か

ら
夕
方
ま
で
長
す
ぎ
る
と
思
い

ま
し
た
が
、
質
疑
も
多
数
あ
り

活
気
あ
る
大
会
で
一
日
で
も
時

間
が
足
り
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

組
合
の
事
は
わ
か
ら
な
い
事
ば

か
り
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
勉

強
し
、
今
後
の
組
合
活
動
に
参

加
し
な
が
ら
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
し
仕
事
に
活
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

青
年
層
に
魅
力
あ
る
組
合
作
り
を
！

今
回
、
大
会
に
参
加
し
て
ま

ず
感
じ
た
事
は
代
議
員
の
年
齢

層
が
高
い
と
い
う
事
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
若
い
人
た
ち
の
協
力

が
必
要
な
時
だ
と
思
い
ま
す
。

本
部
役
員
の
方
々
に
は
是
非
、

子
育
て
世
代
の
青
年
層
が
参
加

し
や
す
く
魅
力
の
あ
る
組
合
作

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
回
目
の
大
会
参
加
で
し
た

が
、
本
大
会
議
長
と
い
う
大
役

を
務
め
さ
せ
て
頂
き
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
思
い
を
感
じ
た

例
年
梅
雨
空
の
中
で
の
定
期

大
会
。
今
年
は
夏
雲
の
下
、
会

場
を
長
崎
市
と
し
、
気
分
一
新

し
た
大
会
と
な
り
、
一
日
大
会

と
い
う
こ
と
で
若
干
の
慌
た
だ

し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
簡
素

化
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
議

長
さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
で

終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

質
疑
に
対
し
応
答
も
的
確
な

も
の
で
、
皆
さ
ん
の
組
合
を
思

う
気
持
ち
が
改
め
て
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ら
れ
る
と
共
に
、
資
料

の
下
読
み
の
重
要
性
を
再
確
認

し
、
結
果
的
に
参
加
者
の
組
合

運
営
の
理
解
が
深
ま
る
の
で
は

と
思
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
楽
し
み
に
し

て
い
た
職
人
太
鼓
の
披
露
が
無

い
の
が
残
念
で
し
た
が
、
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
全
体
で
乗
り
越
え
た
い

昨
年
ま
で
は
雲
仙
で
の
大
会

で
し
た
が
、
長
崎
で
の
大
会
は

と
て
も
今
後
の
組
合
活
動
に
適

し
た
大
会
で
し
た
。
予
算
に
つ

い
て
も
う
少
し
真
剣
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
の
意
見
に
私
も

同
感
で
す
。
今
後
は
そ
う
い
っ

た
事
を
踏
ま
え
、
組
合
員
全
体

で
厳
し
い
今
日
を
乗
り
越
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

組
合
の
団
結
力
を
実
感
し
た

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参

加
し
、
国
保
や
一
般
会
計
の
予

算
な
ど
知
ら
な
い
事
が
わ
か
り
、

参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
建
設
長
崎
の
団
結
力
、
組

織
力
の
高
さ
を
改
め
て
実
感
で

き
、
今
後
の
組
合
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

組
合
員
の
熱
意
を
感
じ
た

建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
で
す
が
、
今
後
の

仕
事
確
保
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
活
用
、
組
織
拡
大

に
全
力
で
取
り
組
み
組
合
員
の

皆
さ
ん
の
熱
意
を
強
く
感
じ
た

大
会
で
し
た
。

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

私
は
組
合
に
加
入
し
二
十
年

程
に
な
り
ま
す
が
、
初
め
て
定

期
大
会
に
参
加
し
、
色
々
と
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
出

来
る
限
り
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

分
散
会
も
必
要
で
は昨

年
同
様
一
日
間
の
大
会
で

ど
う
な
る
の
か
心
配
し
ま
し
た

が
、
無
事
終
了
し
て
良
か
っ
た

で
す
。
し
か
し
分
散
会
が
無
く

な
り
、
代
議
員
の
質
問
が
減
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

活
発
な
意
見
に
勉
強
に
な
っ
た

大
工
と
な
り
四
十
七
年
、
組

合
に
入
り
初
め
て
定
期
大
会
に

参
加
し
、
皆
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
、
団
結
の

凄
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
少
し
で
も
組
合
活
動
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い

今
回
初
め
て
定
期
大
会
へ
出

席
し
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
方

や
、
質
問
を
す
る
方
を
目
の
当

た
り
に
し
、
組
合
を
守
ろ
う
と

す
る
姿
勢
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

微
力
な
が
ら
、
そ
の
お
手
伝

い
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

貢
献
出
来
る
よ
う
頑
張
り
た
い

今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
沢
山
の
来
賓
の
方
や
組
合

員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
、

建
設
長
崎
へ
の
期
待
と
熱
意
を

感
じ
ま
し
た
。
私
も
建
設
長
崎

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

第68回
定期大会に参加して
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全6回開催

Ｐ

有り

有り

有り

有り

なし

有り

講習時間：各会場とも：9：30～17：00

定員
人
50

50

50

50

50

50

住所
大村市幸町
25－33
諫早市栄田町
20－31
佐世保市稲荷町
2－28
西彼杵郡長与町
高田郷547－21
長崎市桜町
9－6
島原市平成町
2－1

会場名
大村市コミュニティ
センター第3会議室
㈱クロダ（研修室）
0957－26－5114
佐世保市労働福祉セ
ンター
長崎高等技術専門校
技能・技術向上支援センター
長崎勤労福祉会館
095－821－1456
島原復興アリーナ
0957－64－2344

会場

大村会場

諫早会場

佐世保会場

長崎会場
（長与町）

長崎会場

島原会場

日時
9月14日
㈯

10月5日
㈯

11月9日
㈯

11月16日
㈯

11月30日
㈯

12月14日
㈯

1

2

3

4

5

6

長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会
は
、

公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、

平
成
二
十
五
年
六
月
三
日
付
け

一
般
社
団
法
人
へ
移
行
後
、
第

一
回
と
な
る
定
期
総
会
を
七
月

三
十
日
㈫
、
長
崎
県
農
協
会
館

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
小
林
副
会
長
の
開

会
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
主

催
者
を
代
表
し

て
、
相
川
会
長

は
今
年
六
月
に

県
の
認
可
を
受

け
、
新
し
く
一

般
社
団
法
人
と

し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
を
報

告
し
、
ま
た
県

を
は
じ
め
、
各

市
町
の
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成

に
つ
い
て
更
な

る
拡
充
を
求
め

仕
事
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
き

た
い
と
述
べ
、

更
に
は
技
術
技

能
の
継
承
、
若

年
技
能
者
の
育

成
を
積
極
的
に

取
り
組
み
、
魅

力
あ
る
建
設
産

業
の
構
築
と
飛

躍
、
発
展
に
寄

与
し
な
け
れ
ば
、

建
設
業
界
の
将
来
的
な
展
望
は

切
り
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
後
と
も
当
協
会
が
飛
躍
、
発

展
す
る
た
め
会
員
皆
様
方
の
力

を
結
集
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

あ
い
さ
つ
し
た
後
、
長
崎
県
土

木
部
の
平
松
参
事
監
及
び
（
一

社
）
長
崎
県
建
設
業
協
会
の
谷

村
会
長
に
来
賓
と
し
て
の
祝
辞

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
四
年

度
の
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
決

算
報
告
。
ま
た
、
平
成
二
十
五

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
歳

入
歳
出
予
算
（
案
）
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
全
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
貢
献
い
た
だ
い

た
前
田
前
顧
問
に
花
束
の
贈
呈

を
行
い
、
最
後
に
里
副
会
長
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
、
協
会
は
、
大
き
な
節

目
と
な
る
一
般
社
団
法
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
切
に
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

市巡回健診実施のお知らせ（長建国保独自分）
近くにお住まいで、まだ特定健診を受けられていない方は、是非巡回健診を活用しましょう。

■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、各会場の申込期限（下
記参照）までに所属支部、もしくは長建国保までお申込下さい。お申込はFAX（095－862
－6246）、及び郵送（〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛）でも受け付けていま
す。

■受診に必要なもの
受診当日には下記のものを健診受付窓口へお持
ち下さい。
特定健康診査受診券（無料で受診できます）、保
険証、質問票（記入してお持ち下さい）
実費（選択検査項目申込者のみ）、その他検査に
必要なもの（検査用容器など）

■巡回健診の検査項目
「基本検査項目」の他、希望者は「選択検査項
目」も受診することができます。
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定、血圧測定、医師問診、肝機能検査、
尿検査、血液検査、脂質検査、血糖検査、痛風
検査、胸部レントゲン検査、貧血検査、心電図
検査、視力・聴力
《選択検査項目》（希望者のみ：全額自己負担）
前立腺がん検査 …………………………2，000円
胃がん検査（ペプシノーゲン） ………2，500円
大腸がん検査 ……………………………1，300円
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型） ………………3，300円
子宮頸がん検査（自己採取法） ………2，500円
喀痰細胞診（肺がん三日間畜痰） ……3，500円

平成25年度 国土交通省補助事業「住宅市場技術基盤強化推進事業」

主催：長崎県ゆとりある住まいづくり推進協議会事務局
一般財団法人 長崎県住宅・建築総合センター

国土交通省では、昨年度より新築住宅の省エネ基準適合率の向
上を目指し、住宅の省エネルギー化を推進するための講習会を実
施しています。
背景 ○平成32年度までに、新築住宅省エネ適合率100％を目

ざします。
○戸建て住宅の省エネ基準への適合が義務化…予定

趣旨 ○長崎県ゆとりある住まいづくり推進協議会では、住宅
省エネルギー施工技術者を育成するため、地域の木造
住宅生産を担う大工、工務店、建築士及び住宅生産関
連事業者等を対象とした講習会を行い「長崎県ゆとり
ある住まいづくり推進協議会・全国協議会連盟の修了
証」を発行します。

住宅省エネルギー施工技術者講習会・受講者の皆様へ
〈受講料〉
1，000円＋修了証発行費用（賞状タイプ1，000円又は

カードタイプ2，000円）
（講習終了後に考査を行い、合格者は県等のホームページに掲載
予定）
建築士会CPD制度6単位があります。

問合せ先：長崎県ゆとりある住まいづくり推進協議会事務局
（一財）長崎県住宅・建築総合センター 平野・武田
TEL 095－825－6944・FAX 095－825－6947

受講申込
住宅省エネルギー施工講習会・ホームページへアクセス…

http://www.shoene.org/index.html

平成25年度 巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい）
申込締切日

平成25年9月2日㈪

平成25年9月9日㈪

平成25年10月28日㈪

平成26年2月3日㈪

平成26年2月10日㈪
※申込数が規定数に届かなかった会場は、やむを得ず中止する場合がありますのでご了承下さい。
※詳しくは5月にお送りしました受診券に同封しておりますパンフレットをご参照下さい。

会 場
佐世保市民会館

佐々町文化会館

平戸文化センター

島原支部

建設技能会館（本部）

時 間
9時～13時

9時～13時

9時～13時

9時～13時

9時～13時

実 施 日
平成25年9月15日㈰

平成25年9月22日㈰

平成25年11月10日㈰

平成26年2月16日㈰

平成26年2月23日㈰

一一
般般
社社
団団
法法
人人
化化
後後
のの
第第
一一
回回
定定
期期
総総
会会

〜〜
中中
小小
建建
設設
業業
協協
会会
〜〜

▲主催者挨拶 相川会長

来賓 ▲県土木部 平松参事監

来賓 ▲県建設業協会 谷村会長

▲勇退する前田前顧問
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中
央
支
部
青
年
部

足場組立作業主任者講習予定（講習期間2日間）

講師名

未定

開催場所

長崎県建設技能会館

開催期日

平成25年9月 予定

木造建築物作業主任者講習予定（講習期間2日間）

講師名

未定

開催場所

諫早支部

開催期間

平成25年11月 予定

型枠作業主任者講習予定（講習期間2日間）

講師名

未定

開催場所

県北建設総合会館

開催期間

平成26名1月 予定

＊講習料①組合員 6，000円

②組合員以外 8，000円

＊講習時間 午前9時～午後5時迄

＊各支部にて受付

（他の資格保有者は主任手帳を提出のこと）

電動工具の買い取り・引き取り・処分引き受けます

ピケ足場、鉄板、型枠他小型機械から大型機械まで
買い取り致します（ユニック車完備）

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！ と き
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職人のための部位別リフォーム講習会の開催について
良質なストック形成という今日の社会的な状況からみれば、リフォーム工事にあっては
「耐震改修」「省エネ改修」「バリアフリー改修」を3本柱に進めていかねばなりませんが、
住まい手の要望は、設備を含めた水回りの改修が最も多く、それに続き外壁・屋根といっ
た外装等、工事の対象が部位別になっています。
そこで全建総連では、リフォーム工事を、住まい手にわかりやすい部位別リフォームの
形式を取り、その中で「耐震改修」「省エネ改修」「バリアフリー改修」を念頭に置き、良
質なストック形成のための設計・施工マニュアルを作成しました。
このマニュアルでは、部位を「外装」「構造」「設備」「内装」に分けると共に、その工
事のレベルを単一工事のレベル1から確認申請が必要となるレベル5に分け、相談から調
査・見積・施工・アフターの各場面で行うべき内容を積算の基準となるようまとめられて
います。
つきましては、このマニュアルを活用し、下記日程で講習会を開催しますので、多くの
組合員の皆様にご参加いただくようご案内申し上げます。
※尚、この講習会は国土交通省の「木造住宅等の施工能力向上・継承事業」を活用して実
施するもので、九州では長崎のみの開催で、先着順に受付します。

記
1．日 程：平成25年11月3日㈰ 午前9時30分受付

午前10時～午後4時終了予定
1．会 場：長崎県建設技能会館（建設長崎本部）

長崎市城山町17－58 ☎095－862－7121
1．講習料：1人1，000円
1．定 員：50名
1．対 象：大工・工務店・建築士等
1．内 容：①住宅建築行政の動向

②概要
③部位別リフォームの施工実務（外装・構造・設備・内装）
④複数部位の組み合わせ工事の考え方（積算への活用）
⑤点検・メンテナンス・事前検査・ヒアリング
⑥仕事確保に向けた対応等について
⑦リフォーム瑕疵保険について

●各種作業主任講習会実施計画●

※開催日時の詳細については、開催予定日の1ヶ月前
に各支部に連絡いたします。

※各講習の開催にあたっては、10名以上を原則とします。
※10名以下の少人数の場合は、他の講習機関での受講
をお願いする場合があります。
※計画の内容については変更の可能性もありますので
詳しくは建設長崎新聞をご覧ください。
または学院までご連絡ください。

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。
http://seikatusupport.blog104．fc2．com/
※倉庫の片付け処分、買い取り好評を得ております‼

★普通のリサイクル店とは違う‼ ☆工具で質貸しします�

生活サポート館 TEL·FAX
(0956) 49-3321

佐世保市原分町121‐1【営業】AM9：30～PM6：00【定休日】日曜日（電話対応OKです）

平成25年度・組合員家族慰安

建建設設長長崎崎大大運運動動会会
開催のお知らせ主催／長崎県建設産業労働組合

共催／長崎県建設事業国民健康保険組合
㈳長崎県中小建設業協会

平成25年10月20日㈰
午前10時開会

琴海中部運動公園
（長崎市長浦町）
※雨天の場合は中止

浦上西支部住宅デー
―炎天下 包丁213本、まな板20枚等―
城栄夏祭り協賛

中央青年部厄入り
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